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続いていた。1946 年 4〜5 月の四平街戦役に敗北した中共は、長春を放棄し
て、ハルビンまで撤退した。ハルビンを中心とする北満根拠地は、内戦期に





































部、農村部、評論部が開設された。1946 年 5 月、国民党軍によるハルビン占
領の危機に際して、李常青社長は一部の幹部を率い、ジャムス市に印刷工場
を開設して第 2 線基地を建設し、6 月には東安に第 3 線基地を建設した。
1947 年夏から、二つの基地の人員は次々とハルビンに帰還した。物資の欠乏
や国民党軍の進攻に直面したものの、東北日報社は毎号 1万部の『東北日報』
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を望まざるをえなかった。しかし、1946 年 5 月、周恩来は既に東北問題につ
いてマーシャルの主張と蒋介石の主張は近く、関内の問題について中共は米
国と徐々に対立しつつあり、内戦の回避ができないと中共中央に報告した71。
6 月、国共内戦が全面的に勃発し、特に 1947 年初めに米国の調停が失敗し
たために、中共は国民党を支持する米国に対して和平の幻想を持たなくなっ






刻な損害を受けた。1946 年 5 月、四平街の敗北について、林彪は「現在の東
北において、平和の雰囲気が一番危ないものである」と指摘し75、さらにハル
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関紙より非常に多かった。特に 1947 年 3 月の延安陥落後、新華社総社が中
共中央に従って移動していた時期、『東北日報』は大量のソ連タス社やソ連の
新聞、モスクワ放送からの情報を掲載しており、1947 年の 4、5、6、7 月に
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く異なっている。例えば、1947 年 5 月の『内部参考・東北版』には、千件以
上の記事の中にタス社からの転載が全くなく、他国の通信社から転載したソ
連に関する情報は 16 件のみであった102。同月の『東北日報』はタス社の報
道から転載したニュースが 119 件であり、ソ連に関する情報が 43 件であっ









東北版』は 1947 年 5 月 5 日に米国務院新聞処、ボイス・オブ・アメリカ
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